
　森稲荷神社に通じるので、古くから「稲荷筋」と地域の人たちに呼ばれて
きました。「稲荷之従是三町」の道標は、西国街道の本街道（現在の国道２号
の位置）から稲荷神社へ向かう場所に建てられたものです。道標近くには、
森稲荷神社の一の鳥居として、朱鳥居が建てられています。また、深江の浜
でとれた魚を、ここを通って有馬まで運んでいたことから「魚屋道（ととやみ
ち）」という名でも知られています。その由来を示す石碑がＪＲの南側に建て
られています。
　現在、震災復興土地区画整理事業により都市計画道路「本庄本山線」とし
て拡幅整備されています。歩道には、魚を描いたタイルが埋め込まれてい
ます。

　森公園が開園したのは昭和10
年で、今回の震災復興土地区画整
理事業により少し拡張されました。
再整備にあたっては、地元の皆さ
んが参加するワークショップにより、
整備計画案を作成しました。

具遊　ぎらせせ　

　慰霊碑

　この広場は、住民によるワークショップをもとに森南町１丁目ま
ちづくり協議会が整備計画をまとめ、住民と神戸市の「協働」のま
ちづくりによって整備されました。歩行者が中心となり、誰もが安
全で快適に通行できるように、自動車・自転車等での乗り入れがで
きないようにしています。
　広場の西側は「うるおいとやすらぎの広場」、中央部は「まちの顔
となる玄関広場」、東側は「まちのコミュニティの核となる広場」と
されており、愛称を『和（なごみ）広場』と命名されています。また、
100トンの耐震性防火水槽と消防設備を備えています。
　

　住民による清掃

　御影石のオブジェ

　広場西側より

　広場東側より

　井戸

　ＬＥＤ(発光ダイオード)による光の帯

森公園

整備されたまち
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